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　全米科学振興協会（AAAS ① ）は、2013 年 5 月 2
日～3 日に、ワシントン DC において AAAS 科学技
術政策年次フォーラム（AAAS Forum on Science 
and Technology Policy）を開催した1）。このフォー
ラムは、AAAS R&D Colloquium の名称で開催され
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よ び 政 策 的 枠 組 み（Budgetary and Policy 




America’s Science and Technology Pipeline 
:  Academic Innovation and Inclusive 
Excellence）
・より良い政府のための科学的洞察（Scientific 
































































・世 界 に 広 が る 教 室 に お け る 科 学・ 技
術・工学・数学分野の高等教育の再構想
（Re-imagining STEM ②  Higher Education in 
the Worldwide Classroom）
・環境に関する規制は、どの程度経済を阻
害 す る か（How Much Do Environmental 
Regulations Hurt the Economy?）
【パラレルセッション】
・米国の研究・イノベーションにおける民間慈
善団体の役割（Roles of Private Philanthropy 
in U.S. Research and Innovation）
・連 邦 政 府 研 究 開 発 支 援 に お け る 実 験
（Experiments in Federal R&D Support）
・誰が、どのようにインターネットをコント
ロ ー ル し た い の か（Who Wants to Control 
the Internet, and How?）
・科学技術専門家のためのメンタリング技能：
望ましい点と必要な点から（Mentoring Skills 
for Science and Technology Professionals: 
Both Desirable and Required）
・変化する特許の展望：異なる部門における賛否
（The Changing Patent Landscape: Cases For 
and Against Patents in Different Sectors）
【朝食・昼食のスピーチ】
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が 2012 年度実績に対し 6.7% 増の 31 億ドルとなる
イニシアチブで、100 万人の新たな科学技術分野の

































Plan for Science and Innovation）」 の 対 象 機 関
（NSF・DOE 科学室・NIST 研究室）の予算は 8%
増加している。しかし、その額は競争力強化法
（2010 年アメリカ COMPETES 再授権法⑨ ）に示
された授権予算の額を下回っている。
・製造業のイニシアチブについては、「米国を製
造 業 の マ グ ネ ッ ト と す る（Makes America a 
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　Arati Prabhakar DARPA 長官が、現代世界の軍事・
政治状況の下での同庁の役割や方向性について述べ


















農務省（USDA ⑬ ）、DOE の事例が報告された。
　Kathy Hudson NIH 科学アウトリーチ・政策担
当次長は、国立トレンスレーショナル科学前進セ

























いて Wing 氏は、各地に計 15 校設置されたインド
米国民の健康の改善、そして未来のバイオエコ
ノミーの構築のため、NIH ⑪ の予算は 313 億ドル
（1.5% 増）となっている。
・高い技能を持つ人材育成のため、STEM の分野の

























研究ネットワーク（LTAR ⑲  Network）等の同省の
特徴的なプログラムについて説明を行った。
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① AAAS：American Association for the Advancement of Science
② STEM：Science, Technology, Engineering and Mathematics
③ DARPA：Defense Advanced Research Projects Agency
④ OSTP：Office of Science and Technology Policy
⑤ NSF：National Science Foundation
⑥ DOE：Department of Energy
⑦ NIST：National Institute of Standards and Technology
⑧ NASA：National Aeronautics and Space Administration
⑨アメリカ COMPETES再授権法：America Creating Opportunities to Meaningfully Promote Excellence 
in Technology,Education, and Science Reauthorization Act of 2010 （America COMPETES 
Reauthorization Act of 2010）
⑩ USGCRP：U.S. Global Change Research Program
⑪ NIH：National Institutes of Health
⑫ ARPA：Advanced Research Projects Agency
⑬ USDA：Department of Agriculture
⑭ NCATS：National Center for Advancing Translational Sciences
⑮ BRAIN：Brain Research through Advancing Innovative Neurotechnologies
⑯ CRADA：Cooperative Research and Development Agreement
⑰ ATIP：Agricultural Technology Innovation Partnership 
⑱ CAP：Coordinating Agriculture Projects
⑲ LTAR：Long-Term Agroecosystem Research
⑳ BRCs：Bioenergy Research Centers 
○21 EFRC：Energy Frontier Research Centers 
○22 OIRA：Office of Information and Regulatory Affairs
○23 MOOCs：Massive open online courses
1）　AAAS Forum on Science & Technology Policy, 2013 年 6 月 12 日：http://www.aaas.org/spp/rd/forum/
2）　Office of Science and Technology Policy （OSTP） R&D Budgets, 2013 年 6 月 12 日：
http://www.whitehouse.gov/administration/eop/ostp/rdbudgets
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出典：








4）　科学アカデミー創立 150 周年式典でのオバマ大統領の発言（Remarks by the President on the 150th Anniversary of 
the National Academy of Sciences）, 2013 年 6 月 12 日：
http://www.whitehouse.gov/the-press-office/2013/04/29/remarks-president-150th-anniversary-national-academy-sciences





2011 年度より実施しています。以下の図は、第 2 回となる 2012 年度の調査における研究費に関す
る意識調査の結果ですが、科学技術に関する政府予算（Q2-16）や、基盤的経費（Q1-18）については、
多くの機関の研究者が、前年と同様、「不充分との強い認識（雨マーク）」または、「著しく不充分との
認識（雷マーク）」を持っているようです。特に国内論文シェアが 1%〜5% の規模である第 2 グルー
プの大学に所属する研究者は「著しく不充分との認識」を持っていることがわかります。
米国連邦政府の予算は、その時々の政策や財政事情により上昇・下降の変化が見られますが、我が国
の研究者にとって研究予算は、低空飛行を続けているという印象のようです。
執筆者プロフィール
